
  
  

定例研修会（施設ケアマネ対象）のお知らせ 
 

●テーマ 『アシスティブ・テクノロジーを活用した生活支援』 

～当事者の視点と支援者・施設の視点から考える～ 

 

 

 

 

 

 

●講 師  株式会社アシテック・オコ  小林 大作氏 
作業療法士、専門作業療法士（訪問） 

        ICT アクセシビリティアドバイザー（Basic） 

              福祉情報技術コーディネーター１級  

●日 時  令和４年６月１８日（土）1３：３０～１５：００ 

●場 所 和歌山県立情報交流センター ビッグ・U 研修室１ 

●参加費 無料   

●定 員 ５０名   ※ケアマネ以外の職種の方もぜひご参加下さい 

●申込み 別紙にて６月１０日（金）までに FAX でお申し込みください 

・参加希望者が多く定員超過する場合は、会場の収容人数の都合上、西牟婁田辺支部の会員を優先と

させていただきます。ご了承下さいますよう、よろしくお願いします。なお、定員を超えた場合のみ

連絡させていただきます。連絡がない場合は当日お忘れなくご出席ください。 

 

＊新型コロナウイルス感染状況等により中止となる可能性がありますことをご了承ください。ご参加いただ

く際には、皆さま方で感染対策をしてきていただけますよう、ご協力の程、よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

主催：和歌山県介護支援専門員協会 西牟婁田辺支部 
 

＜お問い合わせ＞ 

     事務局：田辺市田辺地域型地域包括支援センター 
     〒646－0028 

      田辺市高雄一丁目 23－1 田辺市民総合センター内 

 TEL（0739）26－9906  FAX（0739）25－3994 

令和４年度 

アシスティブ・テクノロジーとは、テクノロジーを活用して活動や生活がより良くなるように

支援する技術の事です。障害のある方の生活が豊かになるためには、それぞれの生活課題に適し

た支援機器とそれを適合する支援が必要です。重度の障害の方がスイッチ１つでパソコン操作が

できるようになる、高齢で独居の方でも遠方の家族とテレビ電話でコミュニケーションを取る事

ができるようになる等、テクノロジーの発展は当事者の生活だけでなく、支援者の支援の質も向

上する可能性を秘めています。介護ロボットの今後の情勢や流れを踏まえ、まずは、テクノロジ

ーと生活をどう結び付けていくのかを知る一歩となる研修会となるように努めますので、ぜひご

参加ください。 



送信日  令和   年    月   日 

 

田辺市田辺地域型地域包括支援センター行（FAX 0739-25-3994） 

 

 

「アシスティブ・テクノロジーを活用した生活支援」 

～当事者の視点と支援者・施設の視点から考える～ 

 研修参加申込書 

【申込者連絡先】 

申込事業所 連 絡 先 

 TEL：  

Fax：  

 

【参加希望者】 

氏 名 会員（支部）の有無 職 種 

 

 

会員（      支部） 

非会員 

居宅ケアマネージャー 

施設ケアマネージャー 

その他（     ） 

 

 

会員（     支部） 

非会員 

居宅ケアマネージャー 

施設ケアマネージャー 

その他（     ） 

 

 

会員（     支部） 

非会員 

居宅ケアマネージャー 

施設ケアマネージャー 

その他（     ） 

 

 

会員（     支部） 

非会員 

居宅ケアマネージャー 

施設ケアマネージャー 

その他（     ） 

 

 

会員（     支部） 

非会員 

居宅ケアマネージャー 

施設ケアマネージャー 

その他（     ） 

 

【ご記入時の注意事項】 

 ・枠内を全てご記入いただき、必ずお手元に控え（コピー等）を保管願います。 

 ・上記の申し込みで参加のお名前が書ききれない場合は、コピーしてご対応ください。 

【申込締切日】 令和４年６月１０日（金）必着   

 
FAX 


